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　客船リッチリッチ号では、船上パーティーが開かれてい

ました。豪華な料理が並び、ジャズバンドが軽快な音楽を

奏でる中、ドレスやタキシードを着た男女がぜいたくな時

間を過ごしていました。

　しかし、その頃、操舵室では事件が起きていました。船長がシャ

ンパンを飲み過ぎて泥酔してしまったせいで、怠け者の副船長が操

舵輪を握っていたのです。風の島の近海に差しかかると、風向きが

くるくると変わり、船の操縦がうまくいきません。そのうち、船は

流されて……ドーン !!!　大きな岩にぶつかって、座礁してしまい

ました。

　副船長は船長の頰をパシパシたたきましたが、イビキをかいてば

かりで起きる気配がありません。マズイぞ！　これはマズイ !!　

クビになることを恐れた副船長は、甲板に出て、客たちにウソをつ

きました。

　「皆さん、安心してください！　これも演出の一つです！　……

さぁ、ビンゴ大会が始まりますよ！」

　スタッフにビンゴ大会を任せた副船長は、救命ボートを探し回り

ました。しかし、出航前に、オシャレじゃないからという理由で撤

去したことを思い出しました。副船長は泣きながら、救難信号弾の

代わりに花火を打ち上げました。
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カニの橋を渡って…
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　西の空に上がる花火を、マッカンはにらみつけるように見て

いました。

　「あの花火…… 10 秒に 1 回の間隔で上がっているな。救難信

号かもしれない。ハッサン、マネキ、俺たちの出番だぞ！」

　「あれは金持ち船のリッチリッチ号ですぜ。放っておきましょ

うよ」

　次男のハッサンに、三男のマネキが同意しました。

　「そうですよ、兄貴。それに、今日は風が強くて波が荒いから

危険ですよ」

　「あの辺りは俺たちの庭じゃねーか！　誰も見殺しにはでき

ねぇ！　何かあったらカニ笛で知らせるから、仲間たちに知ら

せておいてくれ！」

　マッカンはカニ走りでリッチリッチ号へ向かいました。ぴょ

んぴょんと岩を伝い、カニ泳ぎで船に着くと、１周して状況を

調べました。すると、リッチリッチ号がボロ船にペンキを塗っ

てキレイに見せかけていること、そして、船底の亀裂からごぼ

ごぼと海水が入っていることがわかりました。

　「おーい！  船に穴が空いているぞ！  このままだと沈没するぞ !! 」

　マッカンは叫びましたが、客たちはビンゴに夢中で真剣に聞

いてくれません。マッカンは力いっぱいにカニ笛を吹いて、弟

たちに応援を頼みました。

　ビンゴ大会が盛り上がる中、グガガガガ……と船

が傾きはじめました。グラスや皿が割れ、客たちは

転び、船は悲鳴に包まれました。パニックに陥った

客たちは船長と副船長を探しましたが、操舵室には

かぎがかかっていて、ドアをたたいても返事があり

ません。

　そこへ、ハッサンとマネキが到着しました。後ろ

には、何千何万という風の島のカニたちの姿があり

ます。

　「仲間たちよ、橋を架けるぞ！　俺たちの団結力

を見せるんだ !! 」

　マッカンのかけ声で、カニたちはがっちりと身を

寄せ合い、風の島へと続く橋を架けていきました。

　「船から下りて、島へ渡るんだ !! 」

　すべての客たちが島に避難すると、副船長は汗を拭きながら言いました。

　「いやぁ、皆さん、なかなかのサプライズだったでしょう？　私が用意したカニの橋もスリリング

だったんじゃないですか？」

　それを聞いて、船のスタッフが声を張り上げました。

　「だまされないで！　副船長の話は大ウソです！　船は座礁して、とても危険な状況にあったんです！

船長はべろべろに酔っぱらっていたし、副船長はずっと操舵室に閉じこもっていました！　皆さん

が助かったのは、風の島のカニたちのおかげです !! 」

　客たちは船長と副船長を取り囲むと、ロープでぐるぐる巻きにして、怒りと不満をぶつけました。

そして、体を張って橋を架けたカニたちに感謝の言葉を伝えました。マッカンは大仕事を成し遂げた

仲間たちをねぎらったあと、船長と副船長の前に進み出ました。

　「お前ら、海をなめるんじゃねー！　船を大事にしない奴に、海に出る資格はない !! 」

　そう言って、副船長の帽子を取り上げ、船長

の偉そうなヒゲをチョキチョキと切り落とし

ました。

　「仲間たち！　今夜はニセモノの船長と副船長

にごちそうしてもらうぞ !! 」

　喜びのあまり、カニたちはブクブクブクーっ

と泡を飛ばしました。そして、元船長と元副

船長のお尻をつっついて、漂着したリッチリッチ

号の食べ物や酒を拾わせました。

　泡の森に姿を変えた浜で、客たちを交えた

ドンチャン騒ぎは救助船が来るまで続きました。
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二月風廻り（ニンガチカジマーイ）
この時期吹く風のことで、天気が急変して海が荒れるため、漁師たちから恐れられてきたよ。

昔の人は、カニの巣穴の向きを見て、二月風廻りが去ったあと海に出ていたそうなんだ。
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　お元気ですか。くしゃみをしている間に３月になりました。最近は気温も上がって、過ごしやすくなりましたよ。

春は草花が笑うように咲くので、マヤーオバァはこれからの季節が楽しみだと話していました。

　この時期、島には気分屋の風が吹きます。東から吹いたと思ったら北、北から吹いたと思ったら西……。くるくると

風向きが変わるので、渡り鳥たちが目を回したり、船が潮に流されたりするんです。毎年、迷子になった鳥や船が風の

島にやって来るんです。　

　実はこの前、100 人のお客さんを乗せたパーティー船が島の近くで座礁したんです。夜に大きな音が鳴ったので西の

浜まで行くと、花火が上がっていたんです。キレイだなーなんてのんきに見ていたら、船大工をしているカニのマッカン

が異変に気付いて、弟たちと救助に向かったんです……。

　しかし、マッカンの呼びかけに、客たちは口々に文句を言い

ました。

　「カニの橋なんて危なくて渡れないよ！」

　「絶対に無理だわ。ドレスが汚れちゃう！」

　「小さなカニじゃなくて救助隊を呼んでくれ！」

　そうしている間にも、海水はどんどん入り込み、船はますま

す傾いていきました。

　「命が惜しくないのか？　すぐに渡らないと沈没するぞ！」

　そのとき、夜闇に紛れて、船から飛び出す影がありました。

それが副船長だと気づいた客たちは、次から次へと橋を渡って

風の島へと避難しました。酔いつぶれた船長は、マッカン、ハッ

サン、マネキの３兄弟が担ぎ出しました。
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